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Ⅰ．本資料の目的 

1. 本資料は、本日のサステナビリティ基準委員会においてご審議いただきたい事項及び報

告事項をご説明することを目的としている。 

Ⅱ．サステナビリティ基準委員会の運営方針(審議事項) 

2. 当委員会は、今後のサステナビリティ開示基準の開発に関連する活動及び国際的なサス

テナビリティ開示基準の開発への貢献に関連する活動等を行っており、設立後間もない

時期に「サステナビリティ基準委員会の運営方針」を策定し、公表した1。 

3. 2025 年 4 月 1 日より、当委員会委員の新しい任期が開始したことに伴い、これまでの活

動を振り返るとともに、今後 3 年間のサステナビリティ開示基準の開発の基本的な方針

及び国際的なサステナビリティ開示基準の開発に関連する活動を行うにあたっての基本

的な方針を示すため、中期運営方針を策定し、公表することとしたい。 

4. このため、本日の委員会では、サステナビリティ基準委員会の中期運営方針（案）につい

て、ご審議いただきたい（審議事項 C3）。 

Ⅲ．IFRS 財団公開草案「IFRS 財団『デュー・プロセス・ハンドブック』

の修正案」への対応（報告事項） 

5. IFRS財団は、2024年 12月 19日に、公開草案「IFRS財団『デュー・プロセス・ハンドブ

ック』の修正案」（以下「本公開草案」という。）を公表した（コメント期限：2025 年

3月 28日）。 

6. 当委員会は、第 50 回サステナビリティ基準委員会（2025年 3月 19日開催）において、

本公開草案への対応について審議を行った。その後、第 50回サステナビリティ基準委員

会において聞かれた意見を踏まえコメント・レターの文案を修正し、当委員会の「国際的

な意見発信に係る適正手続に関する内規」2第 8 条に基づき、書面による審議を行い、当

委員会の了承を得た。 

 
1 https://www.ssb-j.jp/jp/plan_ssbj.html 
2 https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/due_process-_20221115.pdf 



 
   

 

2/2 

7. このため、当委員会は、2025 年 3 月 28 日に、当委員会及び企業会計基準委員会（ASBJ）

の連名で、IFRS財団にコメント・レターを提出した。 

8. 当委員会の「国際的な意見発信に係る適正手続に関する内規」第 8 条では、コメント・

レターに関する審議について、書面により審議を行い、了承を得た場合、コメント・レタ

ーを提出した後、速やかに委員会に報告を行うこととされているため、本日の委員会に

おいて、次のコメント・レターを提出した旨報告を行う。 

(1) IFRS財団公開草案「IFRS財団『デュー・プロセス・ハンドブック』の修正案」に対

するコメント（報告事項 B31） 

 

以 上 


